
【競技概要】

第1２回甲信越ブロックスノーボード技術選手権兼第22回全日本スノーボード技術選手権大会予選会

【競 技 種 目】

1. フリー規制①（整地）

2. フリー（整地）

3. フリー規制②（整地）

4. リズムチェンジ（整地）

【禁 止 事 項】

 全ての競技に縦回転を禁止とする。

【競 技 方 法】

1. 規制されたコートにおいて、種目内容の滑走を行う。

2. 部門別

  ・女子アルペンスタイル部門

  ・女子フリースタイル部門

  ・男子アルペンスタイル部門

  ・男子フリースタイル部門

3. 5審5採用で1審判団がジャッジを行う。

   スタート順については、女子から男子とし、各班内のローテーションを行う。

4.

【 表 彰 】 

女子アルペン部門    ： 1位～3位

女子フリースタイル部門 ： 1位～3位

男子アルペン部門    ： 1位～3位

男子フリースタイル   ： 1位～3位

※オープン参加者の採点は実施するが、順位付けは実施しないものとする。

 順位決定は4種目の合計点で決定し、各カテゴリの表彰は下記参照とする。4種目の合計点が同点の場

合、フリーの点数で順位決定し、それでも同点の場合リズムチェンジ、フリー規制➀、フリー規制②の

順で順位決定する。天候等で4種目の成立が困難な場合、1種目でも大会成立とし同点者等の順位付けに

ついてはジュリーメンバーによる協議にて決定とする。

その斜面で自己の技術を最大限発揮できるターン構成のみで、多様な操作性、技巧性を表現しライディ

ングする。

その斜面で自己の技術を最大限発揮できるターンサイズで、滑走のリズムをコース上のマークを目印に

ミドルリズム→ショートリズムにチェンジする、

・フリースタイル：スタートはメインスタンスとし、滑走中にスイッチ（前足と後足の入れ替え）を

し、以降3回以上のターンを行う。

・アルペン：その斜面で自己の技術を最大限発揮できる技術を使い、多様な操作性、技巧性を表現しラ

イディングする。滑走面が雪面から離れる（エアーターン、ジャンプ等）動作を行うこと。

・フリースタイル：多様な操作性、技巧性をグランドトリックを主体としたライディングでその量と質

を問う。

・アルペン：その斜面で最大限の内傾角とロール角で表現したターンで構成したライディングを行う。


